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経 歴
――経歴についてお聞きしますが，何年くらい事務局にいた

のですか？

宮崎：約5年4ヶ月です。24歳から29歳までいました。

――弁護士になろうと思ったのはいつですか？

宮崎：高3のころから弁護士になろうと思い，大学に入って

司法試験の勉強をしていました。事務局に入った後も実は司

法試験を受けたのですが，その後，退職して，ロースクール

に行き，新司法試験に合格しました。

――当時，事務局には，宮崎会員の他に司法試験受験生は

いましたか？

宮崎：いや，余りいなかったと思います。前に受験していて

辞めた人はいました。

――事務局にはどのようにして入局したのですか？

宮崎：私が東弁に入った時には，新聞に募集が出ていて，それに

290人くらい応募したそうで，私を含め3人が採用されました。

――そもそも，事務局に就職したのはなぜですか？

宮崎：正義感をもってやれる仕事，人権擁護のような仕事

がしたいと思ったからです。

事務局時代のこと
――事務局時代の主な業務は何でしたか？

宮崎：最初は経理課→総務課（当時は業務課）にいて，最後

は，司法調査課にいました。前の2つは短かったのですが，

司法調査課には3年くらいいました。司法調査課では，憲法

問題協議会（現在の憲法問題対策センター）と法曹養成セン

ター，拘禁二法案対策本部（現在の刑事拘禁制度改革実現

本部）の3つを担当していました。大学時代に代用監獄につ

いて卒論を書き，事務局では拘禁二法案対策本部の担当を

したいと思っていたので，担当になって運がよかったです。

今は，代用監獄問題について関心がある人が少なくなってき

ましたけどね。

また，労働組合関係の仕事もしていて，春闘の時や就業

規則変更の時に職場集会を開いたり，団体交渉をしたりし

ていました。毎月1回は労使協議がありました。私が，他の

方よりも法律に詳しいということがあって，法律面について

の話をすることが多かったです。

――結構忙しい仕事をしていましたね。

宮崎：そうですね。特に組合の仕事は，昼休みや午後5時以

降からしていました。

――忙しい事務局時代の生活サイクルはどうなっていたので

すか？

宮崎：勤務時間は，午前9時から午後5時までという感じで

した。もっとも，東京三会関係の協議会とかは午後5時以降

の開始が多かったので，残業はありました。勉強をしていた

時は，仕事が終わってから始めていました。

――東弁事務局内の人は全員顔と名前が一致しているもの

ですか？　事務局内での交流はあるのですか？

宮崎：東弁事務局には当時5，60名しかいなかったので，全

員知っていました。交流としては，年齢が近い同僚と月1回

くらいは飲みに行っていました。全体でも，新年会，忘年

会，仕事納め，暑気払いなどの飲み会もあって行っていまし

たよ。でも，芸をやるとかカラオケ大会とかはありませんで

したが…（笑）。

――弁護士は，いろいろとやっていますが，事務局内はおと

なしいんですね。一弁，二弁，日弁連の事務局の人との交流

はあるのですか？

宮崎：他会の事務局とも，労働組合関係や三会委員会など

で一緒になることがあったので，知り合いは多かったです。

――事務局時代に困った弁護士はどんな人でしたか？

宮崎：詳しい説明もなく作業の指示を受けたり，事務局で

は解決できないことを頼まれたりといろいろ困ったことはあ

りました。

――私も，委員会の直前にコピーをお願いしたりしたときは

申し訳ないなあと思っていますが…（汗）。

宮崎：当時は仕方ないなあと思いながら受けていましたけど

ね。弁護士になってしまうと，その弁護士の気持ちもよくわ
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かるのですが，できるだけ，委員会直前や委員会中のコピー

要請は避けていただけるとありがたいですね（笑）。

――逆に，よい・すごい・こうなりたい，と思った弁護士は？

宮崎：非常にお忙しいのに，意見書作成のような他の弁護

士が嫌がる会務活動を積極的に行ったり，事務局にも非常

に気を配ったりする弁護士ですね。

――事務局時代に，弁護士会館のこんなところが便利だ，不

便だと思ったことはないですか？　それは，弁護士になって

からもそうですか？

宮崎：エレベーターの来るのが遅いことについては，昔から

そうでした。今もそれほど変わっていないように思います。

それに，コンビニが裁判所や検察庁にはあるのに弁護士会館

にないのは不便ですね。

便利だと思うところとしては，4階の会員室は人も余りい

なくていいですね。図書館も広くていいですね。

――事務局のことでこんなことを知っていると弁護士として

便利だというような裏情報は？

宮崎：裏情報かどうかはわかりませんが，ノートパソコンを

持っている弁護士にとっては，会館内で無線LANが使える

のは便利ではないでしょうか。

弁護士になってからのこと
――現在の主な業務は何ですか？

宮崎：現在は，一般民事，刑事が中心です。会務活動も，

事務局時代に担当していた関係で，東弁の刑事拘禁制度改

革実現本部，三会合同拘禁施設調査委員会，日弁連の刑事

拘禁制度改革実現本部などに入っています。

――入所された事務所は，事務局時代の業務と関係がある

んですか？

宮崎：当時担当していた拘禁二法案対策本部に所属してい

た弁護士に声をかけてもらい，その弁護士の事務所に入りま

した。その他にも，会務関係や事件にも知り合いの弁護士か

ら声をかけていただくこともあります。

――事務局にいたことで人脈が広がったということでしょうか。

また，事務局時代のことが今役立っていることはありますか？

宮崎：今はまだ弁護士になって1年も経っていないので，ま

だまだ会務活動を十分にしているとはいえませんが，事務局

職員の気持ちが分かりながら物事を頼めるので，その点はい

いかもしれません。また，これは私が事務局出身だからでは

ないでしょうが，事務局職員に何か聞くと親切に教えてもら

えるのはいいと思います。

――弁護士になってから，事務局時代と比べて何か変わって

みえることはありませんか？

宮崎：事務局職員の人数が増えて，知らない人が多くなり

ました。

――昔同僚だった事務局職員は残っていますか？　その方の

対応は変わりましたか？

宮崎：昔の同僚の方はかなり残っていますよ。対応は，あま

り変わっていないですね。弁護士扱いされてないのかもしれ

ません（笑）。

――（笑）まあ，仲がよいということで。

事務局出身弁護士として一言
――今になって，事務局出身で良かったということはありま

すか？

宮崎：いろいろ経験して弁護士になっているので，弁護士の

気持ちも分かりますし，弁護士と一緒に仕事をしていたこと

から，事務局職員だけでなく事務所の事務員の気持ちも分

かってよかったと思います。また，事務局の経理課時代に団

体保険の担当をしていたので，保険に関しても詳しくなれた

と思います。

――弁護士が会務活動をするにあたって，どのように心がけ

ると事務局としてやりやすいですか？

宮崎：事務局では，その弁護士の所属する委員会以外にも，

複数の委員会の担当をしています。それなのに，ともすると

担当事務局職員はその委員会しか担当していないと思われて

しまうことが多いので，そうではないことを知っていただけ

ればと思います。

――事務局と弁護士が密に協力して会務活動をするには，弁

護士として何を心がければよいと思いますか？

宮崎：弁護士と事務局職員はお互いの役割があるので，そ

の点を理解し合って協力してもらえればいいと思います。

（後記）このほかにも，様々なお話を伺いましたが，ここに

は書ききれませんでした。お話を伺って，事務局の方に迷惑

をかけないようにしなければと思った次第です。
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